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本論文は 8 つの章から成っているo 序章では，論文の概要が問題意識とともに提示されるo この章では，建設業の
生産技術が， しばしば「組」を社名に冠することに象徴されるように，極めて強い人的結合による生産という特徴を
持っていることが強調される。
第 1 章では日本建設業の国際化の現況が示され，第 2 章ではK社のケースにより，日本建設業の明治期以来の海外
活動の歴史的展開が概観されるo さらに，第 3 章から第 5 章までは，日本建設業の直面した国際「摩擦」の分析に当
てられ，摩擦の定義が与えられた後，豊富な摩擦の具体的事例が紹介され，それらの類型化が試みられる。
第 6 章では，摩擦克服に成功した事例の分析に基づいて， 日本企業の国際化に必要な経営革新の方向に関する一般
化が試みられるo 最後の第 7 章では，日本企業の国際化とは結局普遍的な企業行動規範への準拠であることが論じら
れ，個別企業活動の成果を超えた国際公共的改善は，問題に直面しそれを創造的対応によって克服していく企業家精
神によって実現されることが説得的に論じられる。
全体として本論文は，人的結合に多くを依存する建設業において特にその傾向が著しいが，一般的にも，国際的公
正水準の向上は，企業活動の現場をあずかる個々の人間の企業家的努力によってもたらされることを，説得的に論じ
ることに成功している。数量的分析にやや不十分な箇所も見受けられるが，事例資料の使い方および文献資料の利用
の仕方も適切であり，本論文は博士(国際公共政策)の学位に十分値するものと判断される。
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